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⑪ 発想力（新規性）

「行動変容」に対応する “改革型提案” （音声解説）

情報をアイデアへ昇華させる “創造心”

「収束的思考」の前に 十分な「発散的思考」

発散技法：自由連想法／強制連想法

「突然の閃き」を生む “ブレインストーミング” （音声解説）

「ブレスト」を成功させる “４つのルール”

ユーレカ （参考）

環境保護のためのアイデア （参考）

水平思考 （演習）

創造性 （参考）

言葉のかけ算 新発想 （参考）
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改善（マネジメント）型ＰＤＣＡ

改革（イノベーション）型ＰＤＣＡ

「行動変容」に対応する
“改革型ＰＤＣＡ”

Ｐｌａｎ：企画

Ｃｈｅｃｋ：分析・評価

Ａｃｔｉｏｎ：改革

ＤＯ：実施

Ｐｌａｎ：計画 Ａｃｔｉｏｎ：改善
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情報をアイデアへ昇華させる
“創造心”

• “創造心”を持ってインプットした情報は、頭の中で熟成され、斬新なアイデアとし
てアウトプットの時を待っている。

• 企画のアイデアを出すために、収集した情報がすぐに引き出せるようにしておくこ
とが大切である。

• 良さそうなアイデアが出た途端に、そのアイデアに固執すると思考の広がりにブレ
ーキをかけてしまう。

• 自由連想法や強制連想法などによって、様々な発想を生み出す。

• 思いついたアイデアが次のアイデアに発展するように、経験を豊かに蓄積しておく
ことも大切である。

• 感じたことや思っていることを言葉として引き出すことができるように心掛ける。

• 新聞のクリッピングと整理、雑誌の流し読み、情報カードの作成などは、記憶の中
に眠っている情報やアイデアを引き出しやすくする。
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「収束的思考」の前に
十分な「発散的思考」

• 自由連想法や強制連想法による「発散的思考」で、ひとつのテーマ（主題）から、
思考を様々な方向へ広げることによって、新しい発想を生み出す。

• 「収束的思考」を始めるまえに、十分な「発散的思考」をしなければならない。

• 「収束的思考」では、いくつかの考えや事実が関連しあって、一つのまとまった考
えやテーマに収束していく。
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発散技法：
自由連想法／強制連想法

• 自由連想法 • 強制連想法
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「突然の閃き」を生む
“ブレインストーミング”

参加者

知識

経験

考え方

「突然の閃き」 「名案」

参加者

考え方

経験

知識

②共有

③刺激

④追加提案

①提案

• 課題を解決する画期的なアイデア

• 潜在的かつ根本的なニーズ

• 魅力的でインパクトのあるネーミング



ブレストを成功させる
“４つのルール”

• ブレストを成功させるためには、４つのルールがある。

• 1つ目は「出された意見を批判してはいけない」。
判断を言下にくださない。

• 2つ目は「アイデアを実行する手段までは、責任を持つ必要は無い」。
無責任は大歓迎である。

• 3つ目は「発展的にたくさんのアイデアを出す」。
とにかく量が必要であり、連想によってアイデアを追加する。

• 4つ目は「アイデアを出し尽くしてから最後に整理する」。
アイデアを出し切る前にアイデアの整理を始めない。
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ユーレカ（参考）

• アルキメデスは風呂の中で浮力の原理が頭の中に閃いた瞬間、
「ユーレカ（わかった）」と叫んで風呂から飛びだし、裸のまま街を
走ったという。

• 何かを探求していれば、必ずそのうちこの［ユーレカ］の瞬間が
やってくる（ついにわからないで終ることも結構であるが）。

• 「ユーレカ」は快楽である。
• おそらく人間が味わうことができる快楽のうちで、最も上質、かつ
最も深い快楽の一つだろう。

• 誰でも小さいうちから「ユーレカ」快楽を少しずつ体験して覚えてい
く。

• 程度の差こそあれ、「ユーレカ」欲求は、あらゆる人のあらゆる人
生過程においてあらわれる。

• 「ユーレカ」欲求は、人間の最も本能的、本質的欲求なのであろう。

『「知」のソフトウェア 情報のインプット＆アウトプット』 立花隆著 １９８４年 講談社現代新書



環境保護のためのアイデア（参考）

• 宇宙船の中でこぼしたコーヒーを処理する方法は？（船外へ捨てる
のは不可）
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そのまま飲む。

ティッシュで拭い
て、それを捨てる。 スポイトで容器に

回収する。

ドライヤーで

乾かす。

雑巾で拭いて、
雑巾を水で洗う。



水平思考１（演習）

• 昔、一人のロンドンの商人が、ある金貸しから莫大な借金をして困っていた。もし
借金が返済できない時は、監獄に放り込まれるという時代である。

• 年老いた醜い金貸しは、その商人の美しいティーンエージャーの娘に目をつけて、
ある取引を提案した。もし、娘をくれるなら、借金を帳消しにしてやろうというので
ある。

• 途方にくれる商人と娘を前にして、金貸しは運を天に任せようといって一つのくじ
を作った。大きな空のさいふの中に黒白二つの小石を入れるから、娘にその一つ
をつかみ出せといった。

• もし娘が黒い石を選べば、娘は金貸しの妻となり、借金も帳消しにしてやろうとい
うのである。また白い石を選んだ時は、娘は今まで通り父親と一緒に住んでよく、
借金も帳消しにしてやろうというのである。

• 娘が石を選ぶのを拒めば、父親は監獄送りになり、娘はたちまち食べていけなく
なってしまう。商人はしかたなしにこれに同意した。

• そこで金貸しは、三人が立ち話をしていた商人の庭の、小石を敷きつめた小道か
ら、二つの小石を拾ってさいふにいれた。

• ところが、娘は金貸しがさいふに入れた石が二つとも黒い石だったのを、めざとく
見つけて、思わずゾッとしてしまった。金貸しは父親と娘に運命を決める石を選べ
といって容赦なくせまった。
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『水平思考の世界 電算機時代の創造的思考法』エドワード・デボノ著 白井 實訳１９６９年 講談社



水平思考１（演習）
• 娘が取ることができる行動を列記してください。

• 他の参加者が提案した行動をメモしてください。

• 思いついた行動を書き出してください。
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水平思考２（演習）
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『水平思考の世界 電算機時代の創造的思考法』エドワード・デボノ著 白井 實訳１９６９年 講談社

この図形を、紙と鉛筆を
もった子供（アメリカ人）
に電話で正確に伝えるた
めに、どのように説明し
ますか？

※数字は比率です。

１ ２ １

４



水平思考２（演習）
Plan アイデアを書いてください。

Do グループのメンバーがそれぞれ提案し、他のメンバーのアイデアについてメモし
てください。

Check 相互に評価・分析してください。

Action 改善案を書いてください。
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創造性（参考）

• 無意識は、創造性や芸術、愛情、ユーモア、遊戯、ある種の真理や知識の根源と
して、これを肯定し、尊重すべきです。自然現象の中に斬新な美しさを感じ取る能
力を持っています。また、哲学的に敵意のないユーモア感覚を持ちます。

• 過去の経験に依存し、これを踏襲するところに創造性の入る余地はありません。
過去を離れて、現存する課題に精神を集中させ、その中に回答を見出すとき、創
造的能力が見られます。また、未来を固定的に考えて現在を判断しないことも大
切です。

• 合理的思考の前に、インスピレーションを浮上させる忘我、無我、無心が不可欠
です。神秘的なもの、未知なるもの、新奇なもの、あいまいなものに直面しても自
由な認知と判断に基づいて行動する力と勇気が不可欠です。

• 自己および外界に対して信頼感を持ち、予想外の事態の出現をありのまま、自然
に受け容れます。緊張と努力、意志と統制を控え、全体的な統合性を見ることが
大切です。自己と課題、自己と世界との融合一体化される状態を生み出し、部分
と全体を統合します。

• ある行為が彼の性格特性から純粋な形で自発的に表現せられているとき、その
成果は創造的といえます。内面の声を見出し、これを抑圧しないでその発想を行
動に移す完全な自発性があります。
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『人間の完成 マスロー心理学研究』上田吉一著 １９８８年 誠信書房



言葉のかけ算
新発想（参考）
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